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企業の有する最先端技術・伝統技術の学習体験活動や、人材の支援を得ながら、白砂青松の

記憶をたどる松の植栽や維持管理など、企業活動と連携することで、地域資源の掘りおこしや人材

交流を図ることができる。 

ク．拠点と情報発信・人材交流

公民館や学校などの公的施設や、自治会館や県

民交流広場などの民間施設、企業の関連施設、社寺

や近代建築など民間所有の文化財建造物などを、市

民主体の活動の拠点として利用する。活動の行事案

内や展示紹介をしたり、各地区の拠点を結んだり歴史

文化遺産を盛り込んだマップを作成するなど、情報を

ネットワーク化することで、普及啓発を広め、連携によ

る活動の展開を図ることができる。 

市内活動の盛り上がりは、他地域へ情報が伝わり、

高砂市の歴史文化の魅力を外部へ発信する機会へと

発展できる。竜山石を用いた石彫アート展示会などの

イベントを合わせて行うことで、外部の参加や評価が高

まり来訪者が増えていけば、市内活動の意気が高揚し、

道案内や歴史文化資源の標柱などサイン標示の必要

性など、必要要件をみたすハード整備やまちづくりへの

期待や展開へとつながる。たかさご万灯祭や曽根灯り

ゃんせなど、イベントへの集客や関心が高まり、目に見

えた分かりやすい地域資源の盛り上がりと、地域コミュ

ニティへの還元が見込まれる。 

郷土の偉人をとりあげることで、学習活動や人材・地

域間交流を図ることができる。また、高砂市域外で活

動している芸術家や伝統芸能保持者などの人材を登

用したり、市民以外の参加を促し、地域間交流を通じ

て、自分たちの住むまちの魅力向上や活動の推進に

つなげることができる。能・狂言の伝承者による「謡曲

高砂」にちなむ実演・交流や、彫刻家による竜山石を

使った石彫コンクールなどの開催などが考えられる。 

【たかさご万灯祭 十輪寺での JAZZ コンサート】

【申義堂の復元と活用】

【高砂神社能舞台での観月能】
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上記の基本理念、基本方針に基づき「みなとまちづくり行動計画」が策定され、具体的な取組みが

進められている。 

イ．高砂みなとまちづくり構想と歴史文化基本構想の関係

○高砂みなとまちづくり構想の基本方針及び展開方向のうち、高砂歴史ミュージアムづくりの「歴史

的資源の保全、再現」や「祭りの保全と活用」、高砂ウォーターフロントミュージアムづくりの「なぎさ

の再生」や「暮らしとなぎさの距離を縮めるアクセス強化」などが、歴史文化基本構想の趣旨と一

致している。 

ウ．具体的な連携方策・将来的な展開

○とくに旧市街地や海岸部に関しては、高砂みなとまちづくり構想に基づく高砂みなとまちづくり行動

計画の見直しにあたり、歴史文化基本構想の内容を反映させて、発展させる。歴史文化基本構

想の一部は高砂みなとまちづくり構想の実施主体により実現を図る。 

○みなとまちづくりの核となる旧市街地は歴史文化基本構想の核でもあり、高砂みなとまちづくり行

動計画に基づき、各市街地においてその実践を進める。 

○「なぎさ」の再生は白砂青松や塩づくりの再生と連携し、「なぎさ」と繋がりのある松の再生や塩づく

りの再現に向けて取組む。 

○「高砂みなとまちづくり構想」で謳う、みなとのまちと「なぎさ」、みなとのまち同士を結ぶルートとし

て、川筋や旧道が新たに考えられる。 

○竜山石は川で運ばれ、川港で各地に運ばれ交易された。竜山石の文化は古代以来、「みなと」

により発展した文化である。このことを踏まえ、将来的には、南北軸の河川と海がつなぐ水運や竜

山石の流通に限らず、古代から近世にかけての街道ルート沿いや、水田耕作に伴うため池・水路

などを動線ととらえ、歴史文化の関係性や広がりを拡大し、高砂市北部も含めたまちづくり構想に

拡大していくことが考えられる。 

高砂みなとまちづくり構想の概要

高砂みなとまちづくり構想の基本理念

市民、企業、行政の融和、連携、参画と協働によりつくりあげる高砂みなとまち 

～ 輝く高砂みなとまちミュージアム構想 ～ 

基本方針１ 高砂ウォーターフロントミュージアムづくり 

【展開方向】・市民の憩いの場であるなぎさの再生 

・市民の暮らしとなぎさの距離を縮めるアクセスの強化 

・周辺地域との連携によるさらなる水際線利用 

基本方針２ 高砂産業ミュージアムづくり 

【展開方向】・港湾、道路等の社会基盤の充実による産業支援    

・産業の活性化によるにぎわい空間の創出      

・漁業の活性化によるにぎわい空間の創出   

基本方針３ 高砂歴史ミュージアムづくり 

【展開方向】・みなとの発展に関連深い歴史的資源の保全、再現 

・歴史ある高砂の祭りの保全と観光資源としての活用 
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えられ、そのことは地域住民の参加意欲を高めるとともに、テーマ型活動の地域への参画をより促し

ていくことなる（例えば、ふるさと文化財制度やまちあるきを活用するテーマ型の市民団体が地域活

動を担う地縁型団体を支援する）。 

このように、高砂市既存の地縁型、テーマ型、双方の活動をより深化・発展させるとともに、今後

は地域の歴史文化を媒介としながら、双方が協働できる関係を築きあげていくことが目標としてあげ

られる。 

曽根まちあるき、荒井地区まちづくり学習会、たかさご万灯祭まちあるき

平成21年度実施の曽根まちあるきにおいては、文化財調査に参加した市内他の調査研究団体が

案内役となり、曽根や他地区の住民を案内して、まちあるきを実施した。単に案内をするだけではな

く、地域住民にも自分なりのお宝を発見してもらう取組みとし、その結果、歴史的建造物の外壁仕様

や路地の形態、竜山石の使われ方などが再発見され、曽根のまちの魅力が再認識された。 

荒井地区は、高砂みなとまちづくり構想に基づき勉強会が作られている。学習会ではこれまで数

度にわたりまちあるきを実施してきた。荒井地区まちづくり学習会では、文化財調査で発見された歴

史文化資源にかかる説明を専門委員が行ったり、他地区の活動団体も参加した。これにより勉強会

の歴史文化に対する視点を深めたり、団体間交流が図られ、今後の活動の参考とされた。 

平成22年度のたかさご万灯祭においては、地域外の希望者を募集し、文化財調査に参加した専

門委員などが地域を案内するまちあるきを実施した。その後、万灯祭の場において、来訪者自身に

より高砂のまちの魅力が地域住民らに示された。 

これら歴史文化資源を発見するまちあるきなどを通じて、地域住民が地域の歴史文化に対する

理解や関心を深めることが実証された。また案内役となった専門委員自身が、参加者から多くの視

点を得て知見を深めるとともに、まちあるきの実施など、今後の活動に対して主体的な意欲を抱いた

ことは、今後の中核的な人材育成に向けて可能性を示す結果となった。 
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イ．企業、企業活動

高砂市内の企業は、本構想の推進になくてはならない存在である。今日、企業による産業学習

体験などが実施されており、今後も新たな歴史文化の担い手として企業の参画が求められる。 

今回のテーマには、明治以降に進出した企業がもたらした、様々な産業文化や産業技術につい

ては直接触れていないが、臨海部に立地した企業群も、多くの歴史文化資源を有している。今後は

ふるさと文化財活用の中でこれらの資源の顕彰を行う、あるいは企業の人材、施設、技術、知恵等

を活用して、子供達が環境体験学習に参加したり、近代化遺産見学会に地域住民が参画するなど、

市民と企業の協調と連携を図ることが望ましい。 

【高砂浜風駅伝競走大会】【三菱製紙魚町倶楽部】
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歴史文化基本構想の基本理念と施策を具体化するため、市民、企業、関係団体、専門家、行

政などが一体となって取組むためのプログラムを策定することが必要である。 

① 実現に向けた基本的考え方

○構想の理念を共有し、その実現に向けた取組みの方向性を示し、各主体に提案する。 

○各主体（市民、企業、関係団体、NPO、専門家、行政など）が自主的に、あるいは連携して取組

むことが可能な工程とする。 

○社会情勢や市民ニーズの変化や取組み状況に応じて適宜検証し、見直しを行いながら実現化

を図る。 

② 実現工程と導入事業

下記のとおり、段階的な工程とする。 

○短期的取り組み

初動段階のアクションプログラムは、先導的に実施できる方策とする。既存活動の深化・充実も

これに加える。地域の歴史文化を活かした地域活動に対する支援事業などを活用する。 

○中期的取り組み

アクションプログラムの成果を踏まえ、五カ年程度を見通して、事業効果が大きく実現可能なも

のを盛り込む。歴史を活かしたまちづくりに対する支援事業などを活用する。 

○長期的取り組み

将来的に実現を目指す方策を盛り込む。 

（５） 実現工程と導入事業
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